
表紙紹介

クイズに挑戦

＜個人情報の取り扱いについて＞ 皆さまからいただいた個人情報に
ついては、適切に管理するとともに、賞品の発送及び広報紙作成の参
考とする以外の目的には使用いたしません。

広報紙の中に
ヒントがあるよ

Q　収入保険は加入に最低2年分の青色申告
が必要でしたが、令和6年から◯年分の青色
申告で加入できるようになりました。

答え：○年分
※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.21（夏号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

●応募締切／令和6年2月29日（木）（当日消印有効）
〒700-8602 岡山市北区桑田町1-30
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 「クイズに挑戦」係

●宛先／のうぎょう川柳のうぎょう川柳 クイズ＆

応募方法・宛先
E-mail　kikaku@ok-nosai.or.jp

メールは
こちら

No.17（夏号）の解答 「総合」

お問合わせ先
本　　所
岡山支所
東備支所
倉敷支所
井笠支所
高梁支所
新見支所
真庭支所
津山支所
勝英支所

☎086-（224）5588（代表）
☎086-（277）5511
☎0869-（92）0404
☎0866-（92）1771
☎0866-（83）2600
☎0866-（21）0350
☎0867-（72）4455
☎0867-（44）5520
☎0868-（36）7730
☎0868-（38）1240

共済掛金等の口座振替を
お願いしています

　現金納入でのお支払忘れ等を未然に防止するため、
掛金等の納入には口座振替をお願いしています。
　現在口座振替をしていない方、登録済み口座や名義の
変更をご希望の方は「口座振替依頼書」を金融機関、
もしくはお近くのＮＯＳＡＩまでご提出ください。
※「口座振替依頼書」が必要な方はお近くのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。

有限会社安富牧場　代表取締役　安富 照人さん（49）

　有限会社安富牧場は、岡山市北区足守地域に3代続く酪農家で、約140頭の
乳牛を飼育しています。「ストレスのない牛から出る牛乳はおいしい」と
いう思いから、アニマルウェルフェア  に配慮。県平均  の１頭あたり乳量が
約9,500㎏のところ、同牧場は約12,000㎏と、県内有数の成績を誇ります。
　平成10年に、アイスクリーム製造工房「ファミーユ」を開店。県内の酪農家
で初めて、自家生乳アイスクリームの販売を始めました。多くのメディアにも
取り上げられ、今では年間約13万人が来店するほどの人気店です。
　平成29年には牛乳製造設備を新設し、自社ブランド牛乳を販売。平成31年
には農場HACCPの認証を受けるなど、新たな取り組みを続けています。
安富さんは「牛のストレスに配慮し始めてから、病気も少なく、以前より長生き
してくれます。今の乳量を維持できるよう、今後も牛を大切に育てていきたい」
と、牧場のおいしい牛乳が多くの人に届けられるよう尽力しています。

※写真は参考です。
　セットの内容は指定できません。

正解者の中から抽選で
5名様に

やす とみ　あき ひと

※1 家畜を快適な環境下で飼養し、家畜のストレスや疾病を減らす取り組み
※2 牛群検定成績による 

※1 ※2

有限会社安富牧場の
「カップアイスセット（10個入）」
をプレゼント

有限会社安富牧場の
「カップアイスセット（10個入）」
をプレゼント

有限会社安富牧場の
「カップアイスセット（10個入）」
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事
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藤
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和

◆ 

副
組
合
長
理
事太

田
　
　
昇

◆ 

理　
事

石
井
　
　
博

岸
本
　
　
博

岩
崎
　
二
郎

坂
手
　
修
一

友
實
　
武
則

岩
田
　
英
明

定
井
東
洋
夫

野
瀬
　
伴
明

磯
田
　
高
行

枡
谷
　
和
明

井
汲
　
誠
作

北
山
　
政
士

福
田
　
慶
三

近
藤
　
隆
則

◆ 

代
表
監
事

中
村
　
　
進

◆ 

監　
事

佐
藤
　
文
友

鳥
越
　
貞
成

他
職
員
一
同

組合長理事

佐藤  俊和

新
年
の
ご
挨
拶

岡
山
県
農
業
共
済
組
合

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
、
農
業
共
済
組
合
の
運
営
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
は
10
年
に
一
度
の

強
烈
な
寒
波
が
到
来
し
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
、
日
本
各
地
で

大
雪
や
厳
寒
の
記
録
を
更
新
。
岡
山
県
で
も
真
庭
市
で
24
時
間

の
積
雪
が
93
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
な
ど
、
県
北
を
中
心
に

記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
交
通
や
生
活
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
建
物
共
済
で
は
雪
害
、
水
道
管
凍
結
に
よ
る

被
害
が
3
0
0
件
以
上
発
生
。
園
芸
施
設
共
済
で
は
約
60
件
の

被
害
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
約
8
割
が
全
損
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
し
て
も
、
近
年
に
は
な
い
大
き
な
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
建
物
共
済
で
の
全
焼
や
農
機
具
共
済
で
の

全
損
事
故
な
ど
も
多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
水
稲
共
済
で
は
、
毎
年
発
生
す
る
山
間
部
の
イ
ノ

シ
シ
等
に
よ
る
獣
害
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
被
害
は
例
年

よ
り
少
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
向
け
、
迅
速

か
つ
的
確
な
損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
損
害
評
価
員
、

損
害
評
価
会
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
の
方
々
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
、
令
和
５
年
度
時
点
で
県
内
の
１
４
７
８
件
の

方
に
ご
契
約
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
契
約
分
で
は
、

令
和
５
年
９
月
末
時
点
で
約
６
億
２
１
１
４
万
円
の
保
険
金
等

を
お
支
払
い
し
、
要
因
と
し
て
は
、
高
温
、
台
風
、
価
格
低
下

に
よ
る
減
収
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
契
約
い
た
だ
い
た
約
４
割
の
方
に
保
険
金
等
を
お
支
払
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
補
償
を
提
供
で
き
て
い
る
と

実
感
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
安
心
を
県
内
全
て
の
農
業
者

に
お
届
け
す
る
た
め
、
引
き
続
き
推
進
業
務
に
努
め
な
け
れ
ば
と

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
農
業
共
済
事
業
及
び
収
入
保
険
を
担
う
組
織

と
し
て
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
構
築

に
向
け
て
加
入
推
進
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の

ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
事
業

展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
６
年
が
皆
様
に
と
っ
て
災
害
が
無
く
、
実
り

多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
一
部
支
所
が
統
合
さ
れ
、

現
在
の
岡
山
支
所
・
東
備
支
所
が
「
備
前

支
所
」
に
、
真
庭
支
所
・
津
山
支
所
・
勝
英

支
所
が
「
美
作
支
所
」
と
し
て
新
設
さ
れ

ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
新
し
い
支
所
に
な
り

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

備前支所

美作支所

美作支所

津山市・真庭市・美作市・新庄村・鏡野町・
勝央町・奈義町・西粟倉村・久米南町・美咲町

管轄地域

〒708-0314　苫田郡鏡野町沢田360-1（予定）

備前支所

岡山市・玉野市・備前市・瀬戸内市・赤磐市・
和気町・吉備中央町（旧加茂川町）

管轄地域

〒703-8265　岡山市中区倉田436番地2
電話番号：086-277-5511

についてのお知らせ 備前支所・美作支所

農
業
共
済
ニ
ー
ズ
調
査

　
地
域
の
農
家
の
皆
様
の
共
済
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
農
作
物

共
済
」「
畑
作
物
共
済
」「
果
樹
共
済
」に

つ
い
て
、農
業
共
済
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
N
O
S
A
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
農
家
の
皆
様
の
お
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

サイトマップから
「農業共済のニーズ調査」ページに

お進みください。

NOSAI岡山

携帯・
スマートフォン
の方はこちらから
回答できます！

ご
意
見
、ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

（現岡山支所事務所に統合）

支 所 統 合

新設
完成予定外観

備北支所
（令和6年10月予定）

備南支所
（令和7年1月予定）
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岩
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明

定
井
東
洋
夫

野
瀬
　
伴
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磯
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高
行

枡
谷
　
和
明

井
汲
　
誠
作

北
山
　
政
士

福
田
　
慶
三

近
藤
　
隆
則

◆ 

代
表
監
事

中
村
　
　
進

◆ 

監　
事

佐
藤
　
文
友

鳥
越
　
貞
成

他
職
員
一
同

組合長理事

佐藤  俊和

新
年
の
ご
挨
拶

岡
山
県
農
業
共
済
組
合

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
、
農
業
共
済
組
合
の
運
営
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
は
10
年
に
一
度
の

強
烈
な
寒
波
が
到
来
し
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
、
日
本
各
地
で

大
雪
や
厳
寒
の
記
録
を
更
新
。
岡
山
県
で
も
真
庭
市
で
24
時
間

の
積
雪
が
93
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
な
ど
、
県
北
を
中
心
に

記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
交
通
や
生
活
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
建
物
共
済
で
は
雪
害
、
水
道
管
凍
結
に
よ
る

被
害
が
3
0
0
件
以
上
発
生
。
園
芸
施
設
共
済
で
は
約
60
件
の

被
害
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
約
8
割
が
全
損
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
し
て
も
、
近
年
に
は
な
い
大
き
な
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
建
物
共
済
で
の
全
焼
や
農
機
具
共
済
で
の

全
損
事
故
な
ど
も
多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
水
稲
共
済
で
は
、
毎
年
発
生
す
る
山
間
部
の
イ
ノ

シ
シ
等
に
よ
る
獣
害
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
被
害
は
例
年

よ
り
少
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
向
け
、
迅
速

か
つ
的
確
な
損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
損
害
評
価
員
、

損
害
評
価
会
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
の
方
々
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
、
令
和
５
年
度
時
点
で
県
内
の
１
４
７
８
件
の

方
に
ご
契
約
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
契
約
分
で
は
、

令
和
５
年
９
月
末
時
点
で
約
６
億
２
１
１
４
万
円
の
保
険
金
等

を
お
支
払
い
し
、
要
因
と
し
て
は
、
高
温
、
台
風
、
価
格
低
下

に
よ
る
減
収
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
契
約
い
た
だ
い
た
約
４
割
の
方
に
保
険
金
等
を
お
支
払
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
補
償
を
提
供
で
き
て
い
る
と

実
感
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
安
心
を
県
内
全
て
の
農
業
者

に
お
届
け
す
る
た
め
、
引
き
続
き
推
進
業
務
に
努
め
な
け
れ
ば
と

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
農
業
共
済
事
業
及
び
収
入
保
険
を
担
う
組
織

と
し
て
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
構
築

に
向
け
て
加
入
推
進
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の

ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
事
業

展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
６
年
が
皆
様
に
と
っ
て
災
害
が
無
く
、
実
り

多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
一
部
支
所
が
統
合
さ
れ
、

現
在
の
岡
山
支
所
・
東
備
支
所
が
「
備
前

支
所
」
に
、
真
庭
支
所
・
津
山
支
所
・
勝
英

支
所
が
「
美
作
支
所
」
と
し
て
新
設
さ
れ

ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
新
し
い
支
所
に
な
り

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

備前支所

美作支所

美作支所

津山市・真庭市・美作市・新庄村・鏡野町・
勝央町・奈義町・西粟倉村・久米南町・美咲町

管轄地域

〒708-0314　苫田郡鏡野町沢田360-1（予定）

備前支所

岡山市・玉野市・備前市・瀬戸内市・赤磐市・
和気町・吉備中央町（旧加茂川町）

管轄地域

〒703-8265　岡山市中区倉田436番地2
電話番号：086-277-5511

についてのお知らせ 備前支所・美作支所

農
業
共
済
ニ
ー
ズ
調
査

　
地
域
の
農
家
の
皆
様
の
共
済
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
農
作
物

共
済
」「
畑
作
物
共
済
」「
果
樹
共
済
」に

つ
い
て
、農
業
共
済
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
N
O
S
A
I
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
農
家
の
皆
様
の
お
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

サイトマップから
「農業共済のニーズ調査」ページに

お進みください。

NOSAI岡山

携帯・
スマートフォン
の方はこちらから
回答できます！

ご
意
見
、ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

（現岡山支所事務所に統合）

支 所 統 合

新設
完成予定外観

備北支所
（令和6年10月予定）

備南支所
（令和7年1月予定）
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真庭支所管内　蒜山地区

中村　勉さん
なかむら　  つとむ

作付品目：桃太郎トマト
面　　積：20アール

　
以
前
は
大
阪
で
飲
食
業
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、朝
早
く
夜
遅
い

生
活
が
続
き
、娘
の
起
き
た
顔
を
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。２
人

目
の
妊
娠
が
分
か
っ
た
と
き
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、健
康
で

い
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。蒜
山
に
住
む
義
祖
父
が

農
業
を
し
な
が
ら
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、農
業
が

健
康
の
要
因
な
の
で
は
と
考
え
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
の
研
修
で
青
色
申
告
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。就
農
１
年
目
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
ま
し
た
。青
色

申
告
は
最
大
65
万
円
の
特
別
控
除
な
ど
が
あ
り
、ま
た
収
入
と
経
費

を
明
確
に
し
て
経
営
を
客
観
視
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。最
初
は
科
目
の
振
り
分
け
な
ど
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、慣
れ
れ
ば
苦
で
な
い
と
い
う
印
象
で
す
。ま
だ
青
色
申
告
を

し
て
い
な
い
方
も
、ま
ず
は
青
色
申
告
セ
ミ
ナ
ー
で
話
を
聞
い
て

み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
専
業
農
家
と
し
て
農
業
を
す
る
う
え
で
、何
が
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
不
安
は
常
に
あ
り
ま
す
。収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で

そ
の
不
安
を
取
り
除
け
る
な
ら
と
思
い
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
ト
マ
ト
栽
培
の
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
、い
い
も
の
が

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
。あ
る
程
度
収
量
が
見
込
め
る

よ
う
に
な
っ
て
余
力
が
あ
れ
ば
、白
ネ
ギ
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い

で
す
。

◆
就
農
の
き
っ
か
け

◆
青
色
申
告
を
始
め
た
き
っ
か
け

◆
収
入
保
険
加
入
の
決
め
手

◆
今
後
の
展
望

青色申告を
始めましょう

収入保険ご加入者様へ

令和5年契約の保険金等の請求手続き 令和6年契約の補償内容の算定

＜ 青色申告を始めるためには >

青色申告をしようとする年の3月15日までに「青色申告承認申請書」を
所管の税務署に提出する必要があります。

※承認申請書の様式は国税庁のHPよりダウンロードするか最寄りの税務署で取得できます。

I N T E R V I E W

令和６年１月から収入保険が変わります
令和6年1月1日から、1年分の青色申告で収入保険に加入できるようになりました1

今までは加入に最低2年分の青色申告が必要でしたが、令和6年から1年分の青色申告で加入できる
ようになりました。

保険方式のみで９割を補償限度とする補てん方式を新設します2
積立金の負担軽減を求めるニーズに応じて、保険方式のみで基準収入の９割を補償限度とする補てん方式
が新設されます。保険方式だけで、従来からある積立方式を併用するものと同じ補償が受けられます。

基準収入の算定の際に、甚大な気象災害による影響を緩和します3
制度見直しにより、甚大な気象災害に被災した年の農業収入を一定まで上方修正して基準収入を算定
できるようになりました（気象災害特例）。  ※特例の適用には要件があります。

上記２点をスムーズに行うために、以下の点にご協力をお願いします

農作業日誌、販売に関する帳簿等の記録・保管をお願いします
事故状況の把握、保険金等の算定に必要となる場合があります。必要な場合はご提出をお願いします。

保険金等の見積りをお願いします
NOSAI全国連のホームページに掲載されている保険金等見積額算出ツールを使用してご自身で
算出することが可能です。ご自身での算出が難しい方につきましては、岡山県農業共済組合が
ご支援いたしますので、最寄りの支所までご連絡ください。

棚卸数量の記載を
お願いします

決算書類の棚卸高について、数量等の記載をお願いします
数量を記載していただくことで、適正な保険金等支払と補償内容の設定が可能になります。

1

2

3

制度の開始から5年目を迎えた収入
保険。今回は、就農と同時に青色
申告を始められた収入保険加入者
の声をご紹介いたします。

保険金・特約補てん金
の請求および支払い

令和8年令和6年
確定申告後（3月～6月）

保険期間

令和7年
1月～12月

保険料等の納付

12月

加入申請

4月～11月
「青色申告承認申請書」
を税務署に提出

3月15日まで

【令和７年に青色申告１年分のみで新規加入する「個人の方」のスケジュール】
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なかむら　  つとむ

作付品目：桃太郎トマト
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で
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と
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。
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の
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。
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ようになりました。
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できるようになりました（気象災害特例）。  ※特例の適用には要件があります。

上記２点をスムーズに行うために、以下の点にご協力をお願いします

農作業日誌、販売に関する帳簿等の記録・保管をお願いします
事故状況の把握、保険金等の算定に必要となる場合があります。必要な場合はご提出をお願いします。

保険金等の見積りをお願いします
NOSAI全国連のホームページに掲載されている保険金等見積額算出ツールを使用してご自身で
算出することが可能です。ご自身での算出が難しい方につきましては、岡山県農業共済組合が
ご支援いたしますので、最寄りの支所までご連絡ください。

棚卸数量の記載を
お願いします

決算書類の棚卸高について、数量等の記載をお願いします
数量を記載していただくことで、適正な保険金等支払と補償内容の設定が可能になります。

1

2

3

制度の開始から5年目を迎えた収入
保険。今回は、就農と同時に青色
申告を始められた収入保険加入者
の声をご紹介いたします。

保険金・特約補てん金
の請求および支払い

令和8年令和6年
確定申告後（3月～6月）

保険期間

令和7年
1月～12月

保険料等の納付

12月

加入申請

4月～11月
「青色申告承認申請書」
を税務署に提出

3月15日まで

【令和７年に青色申告１年分のみで新規加入する「個人の方」のスケジュール】
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令
和
６
年
２
月
初
旬
に
、水
稲
共
済
加
入
申
込
書（
ま
た
は
変
更
届
出
書
）を
郵
送
し
ま
す
。

自
然
災
害
に
備
え
て
水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
継
続
特
約
を
付
帯
し
て
い
る
方

1「
加
入
内
容
変
更
届
出
書
」を
発
送
し
ま
す
。

前
年
の
加
入
内
容
か
ら
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、希
望
さ
れ
る
方
式
等
を
選
択
し
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

変
更
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
、ご
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
動
継
続
特
約
を
付
帯
さ
れ
て
い
な
い
方 

（
５
年
産
で
未
加
入
だ
っ
た
方
を
含
む
）

2「
加
入
申
込
書
」を
発
送
し
ま
す
。

令
和
６
年
産
水
稲
共
済
で
希
望
さ
れ
る
加
入
方
式
を
選
択
し
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

①
、②
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、営
農
計
画
書
は
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

営
農
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
水
稲
共
済
の
加
入

内
容
と
な
り
ま
す
。作
付
け
の
変
更
等
が
あ
る
場
合
は

訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

全相殺方式は次のうちいずれかを満たす方が加入できます。

※損害評価員が共済事故を受けた耕地の現地確認をするため、
　収穫前の被害申告が必要です。

①ライスセンター等に収穫した全量の乾燥調製を
　委託している方　
②税務申告書類等により、自身の収穫量の把握が
　できる方
ライスセンターの計量結果、または税務申告書類で把握できた
収穫量が自身の基準を下回った場合に共済金が支払われます。
実際の収穫量に基づいた補償のため、近年人気のある加入方式です。

加
入
を
希
望
す
る
場
合
は
、

加
入
申
込
書
の
今
年
産
水
稲

共
済
加
入
内
容
変
更
申
出
欄
で

全
相
殺
方
式
を
チ
ェッ
ク
！ （水稲共済加入申込書

 または変更届出書より抜粋）

全
相
殺
方
式
な
ら

補
償
が
充
実
し
て
い
る
か
ら
、

何
か
あ
っ
た
時
も
安
心
だ
ね
！

　
冬
に
起
こ
り
や
す
い
身
近
な
事
故
と
し
て
、
水
道
管
凍
結
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
一
月
は
日
本
に
強
烈
な

大
寒
波
が
襲
来
し
、
岡
山
県
北
部
を
中
心
に
多
数
の
被
害
申
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
家
に
あ
る
物
で
簡
単
に
予
防
が
で
き
る
の
で
、
気
温
が
下
が
り
そ
う
な
日
は
あ
ら
か
じ
め
対
策
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

令和４年度  水道管凍結被害状況（NOSAI岡山）

・最低気温が－４℃以下
・最高気温０℃未満の日が続くこんな日は

注意 就寝前にも対策を

水道管を冷えから守る

※ただし、気温が下がりきる前に行いましょう。

外に水道管がある場合、アルミホイルを
巻いておくことで保温効果が期待できます。

対策
その①

水道管内が凍るのを防ぐ
鉛筆の芯くらいの細さで水を流し続けて
おくと凍結防止に有効です。
「水道代が高くつくのではないか？」と
心配になるかもしれませんが、１日40円程度です。

対策
その②
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20.0

24.0

28.0

32.0
岡山県 月別平均気温（令和4年9月～令和5年8月）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（℃）

23.6℃

15.7℃
11.7℃

9.9℃
13.1℃

17.5℃
21.5℃

26.2℃

27.7℃

3.9℃ 4.0℃
3.0℃

令和4年12月～令和5年2月の
最低気温で－4℃以下の日は
北部（津山）で10日
南部（岡山）で1日

ありました。

12～2月は
要注意！

水道管凍結被害があった主な設備 令和4年度 罹災原因別共済金支払件数

１位 屋外の設備
（敷地内の手洗い場、
 外壁に設置された水道管など）

26％

2位 浴　室 15％

3位 トイレ 14％

その他には台所10％、給湯器7％、
洗面所6％など。

令和4年度建物共済金支払件数480件のうち、
水道管凍結は102件（21％）を占めていました。

落雷 22％

融雪・積雪
19％

台風・豪雨
17％

その他
14％

火災 7％

水道管凍結
21％
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全相殺方式は次のうちいずれかを満たす方が加入できます。

※損害評価員が共済事故を受けた耕地の現地確認をするため、
　収穫前の被害申告が必要です。

①ライスセンター等に収穫した全量の乾燥調製を
　委託している方　
②税務申告書類等により、自身の収穫量の把握が
　できる方
ライスセンターの計量結果、または税務申告書類で把握できた
収穫量が自身の基準を下回った場合に共済金が支払われます。
実際の収穫量に基づいた補償のため、近年人気のある加入方式です。
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令和４年度  水道管凍結被害状況（NOSAI岡山）

・最低気温が－４℃以下
・最高気温０℃未満の日が続くこんな日は

注意 就寝前にも対策を

水道管を冷えから守る

※ただし、気温が下がりきる前に行いましょう。

外に水道管がある場合、アルミホイルを
巻いておくことで保温効果が期待できます。

対策
その①

水道管内が凍るのを防ぐ
鉛筆の芯くらいの細さで水を流し続けて
おくと凍結防止に有効です。
「水道代が高くつくのではないか？」と
心配になるかもしれませんが、１日40円程度です。

対策
その②
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令和4年12月～令和5年2月の
最低気温で－4℃以下の日は
北部（津山）で10日
南部（岡山）で1日

ありました。

12～2月は
要注意！

水道管凍結被害があった主な設備 令和4年度 罹災原因別共済金支払件数

１位 屋外の設備
（敷地内の手洗い場、
 外壁に設置された水道管など）

26％

2位 浴　室 15％

3位 トイレ 14％

その他には台所10％、給湯器7％、
洗面所6％など。

令和4年度建物共済金支払件数480件のうち、
水道管凍結は102件（21％）を占めていました。

落雷 22％

融雪・積雪
19％

台風・豪雨
17％

その他
14％

火災 7％

水道管凍結
21％
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「分娩とは、引っ張ることか？」 生産獣医療支援センター　所長　西川達也

　牛の妊娠期間は285日です。この妊娠期間に順調に発育した胎子は、自らが母牛に対してシグナルを
出して分娩が開始します。分娩は、母牛にとっても胎子にとっても劇的な変化が起こるイベントであり、
このイベントを無事に乗り切ることが、その後の発育や生産性に大きく影響します。
　分娩に対して畜主が出来ることは、正常分娩なのか異常分娩なのかを冷静に判断することです。正常な
過程を無視して人工的に破水させたり、早期の牽引による助産は、産道の不十分な開口や潤滑剤である
羊水の排泄により、人為的な難産を起こしてしまいます。
　異常分娩には❶陣痛開始後6時間以上経過しても破水しない（子宮捻転・
陣痛微弱・胎子失位等）❷第1次破水後1時間経過しても足胞が現れない
（胎子失位・陣痛微弱等）❸足胞発現後1時間（初産2時間）以上
経過しても胎子が娩出しない（胎子過大・産道狭小・胎子失位・
陣痛微弱等）等があります。正常分娩なら母牛に任せましょう。
「分娩は引っ張ることではありません」誤った助産は人為的
な難産を起こすばかりか、胎子や母牛の命さえも奪います。
異常分娩と判断したら、早めに獣医師に相談してください。

生まれた子牛を舐める母牛（リッキング）
リッキングは羊水を拭き取り乾燥させる効果と、マッサージ効果で血行、
排尿、排糞、呼吸を促進し、初乳の吸収効率を高める効果があります。

家畜診療所だより

川
柳
川
柳

テ
ー
マ

感

寒

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
住
」ま
た
は「
重
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
21
号（
夏
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所（
市
区

町
村
ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
面
ま
で
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
17（
夏
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
う
ぎ
ょ
う

の
う
ぎ
ょ
う

残
寒
へ　

雪
割
咲
い
て　

春
隣

寒
い
日
は　

暑
さ
も
良
か
と　

減
ら
ず
口

感
謝
し
て　

先
人
の
足
跡　

辿
る
路

シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー　

く
ま
ぜ
み
の
声　

夏
感
ず

寒
暖
差　

ド
ア
よ
り
出
れ
ば　

白
い
息

北
枕　

頭
寒
足
熱　

理
に
か
な
う

寒
の
朝　

椿
に
ス
ズ
メ　

ヨ
チ
ヨ
チ
と

山
歩
き　

花
を
も
と
め
て　

寒
椿

し
も
や
け
の　

友
な
つ
か
し　

寒
い
教
室

こ
の
ク
イ
ズ　

そ
ろ
そ
ろ
当
た
る　

予
感
が
す

す
こ
や
か
に　

生
き
て
お
り
ま
す　

た
だ
感
謝

言
い
過
ぎ
て　

心
に
寒
い　

す
き
ま
風

お
見
合
い
に　

ビ
ビ
ッ
と
感
じ
て　

早
金
婚

初
春
や　

寒
い
ポ
ス
ト
に　

お
め
で
と
う

見
え
透
い
た　

お
世
辞
は
要
ら
ぬ　

口
寒
し

寒
い
夜
は　

ほ
っ
こ
り
甘
酒　

母
こ
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し

暖
房
器　

寒
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暑
い
で　

今
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を
終
え
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の　

成
果
感
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く
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当
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感
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す
る

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
北
区　
善　
木　
基　
江 

さ
ん

岡
山
市
北
区　
青　
山　
岩　
海 

さ
ん

瀬
戸
内
市　
　
服　
部　
敬　
一 

さ
ん

瀬
戸
内
市　
　
原　
田　
　
毅 　
さ
ん

　
赤
磐
市　
　
　
岡　
﨑　
孝　
江 

さ
ん

備
前
市 

寺　
内　
貞　
子 

さ
ん

備
前
市 

神　
田　
恵
美
子 

さ
ん

倉
敷
市　
　
　
内　
田　
雄　
三 

さ
ん

総
社
市　
　
　
小　
山　
美
津
子 

さ
ん

井
原
市 

窪　
木　
　
渉　

 

さ
ん

高
梁
市 

佐
々
木　
君　
江 

さ
ん

新
見
市 

藤　
井　
峯　
子 

さ
ん

真
庭
市 

大　
原　
良　
治 

さ
ん

真
庭
市 

古　
家　
真
紀
子 

さ
ん

津
山
市 

高　
津　
　
格　

 

さ
ん

津
山
市 

菅　
根　
　
緑　

 

さ
ん

津
山
市 

有　
友　
美
江
子 

さ
ん

鏡
野
町 

田　
中　
多　
惠 

さ
ん

勝
央
町 

大　
谷　
須
美
子 

さ
ん

美
作
市 

下　
山　
真
佐
美 

さ
ん

◆
こ
れ
か
ら
も
『
こ
だ
わ
り
』
を
持
っ
て

　
宮
木
牧
場
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
野
菜
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
野
菜
に
フ
ァ
ン
の
方
が
い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
足
を

運
ば
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
直
売
所
に
は
行
列
が
で
き
て

順
番
待
ち
を
し
な
い
と
買
え
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
る
と
の
こ
と
。
「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
並
ん
で
で
も

食
べ
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が

い
て
く
れ
る
」
と
嬉
し
そ
う
な

宮
木
さ
ん
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、

と
う
も
ろ
こ
し
や
野
菜
を
作
る

圃
場
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
ほ
か
、

「
地
域
の
環
境
に
あ
っ
た
品
種
の

選
別
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

宮
木
牧
場
の
さ
ら
な
る
こ
だ
わ
り

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
野
菜
へ
の
『
こ
だ
わ
り
』

　

宮
木
牧
場
で
は
自
家
製
堆
肥
を
活
用
し
、
並
々
な
ら
ぬ
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
夏
は
と
う
も
ろ
こ
し
を

４
品
種
、
秋
冬
は
白
菜
や
大
根
を
中
心
に
約
10
種
類
の
野
菜
を

栽
培
。
代
表
の
宮
木
英
樹
さ
ん（
69
）は
、
「
み
ん
な
に
安
心
し
て

食
べ
て
も
ら
え
る
野
菜
を
作
り
た
い
」
と
、
除
草
剤
は
使
わ
ず
に

何
回
も
草
刈
り
を
す
る
な
ど
、

手
間
を
惜
し
ま
ず
栽
培
し
て

い
ま
す
。
白
菜
や
と
う
も
ろ

こ
し
は
全
て
直
播
で
栽
培

し
て
お
り
、宮
木
さ
ん
は

「
ず
っ
と
同
じ
土
で
育
つ
か
ら
、

育
ち
が
い
い
」
と
笑
顔
で

語
り
ま
す
。

◆
販
売
の
『
こ
だ
わ
り
』

　
宮
木
牧
場
が
あ
る
吉
川
地
区
は
、
標
高
が
高
く
昼
夜
の
気
温
差

が
大
き
い
環
境
に
あ
り
、
早
朝
に
収
穫
す
る
と
う
も
ろ
こ
し
は

朝
露
で
濡
れ
て
い
ま
す
。
夏
で
も
温
度
が
低
い
状
態
で
出
荷
が

で
き
る
た
め
、
よ
り
新
鮮
な
状
態
で
お
客
様
の
も
と
に
お
届
け

で
き
る
そ
う
で
す
。

　
宮
木
牧
場
の
野
菜
は
直
売
所
と
県
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
産
直
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
「
野
菜
は
並
べ
た
時

が
勝
負
で
す
」
と
、
産
直
で
販
売
す
る
際
は
野
菜
の
並
べ
方
に

こ
だ
わ
り
、
よ
り
見
栄
え
が
よ
く
な
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。

◀「おいしい野菜をお届けします」と宮木さん（中央）と宮木牧場の皆さん

頑張ってます！頑張ってます！
牧場を経営しながら、自家製の牛糞堆肥を活用した
「こだわり」のある野菜の栽培・販売に取り組む、吉備
中央町吉川の宮木牧場をご紹介します。

↑4種類のとうもろこしは
　どれも糖度が高く瑞々しい

↑「柔らかくて良い土で育った野菜はどれも甘くて
　おいしいですよ」と宮木さん

冬
季
は
キ
ム
チ
な
ど
の
加
工
品
も
販
売
し
て
い
る
と
の

こ
と
。採
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

野
菜
の
う
ま
み
が
ぎ
ゅっ
と
詰
ま
っ
た
、宮
木
牧
場
の
お
い

し
い
キ
ム
チ
も
要
チ
ェッ
ク
で
す
！
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「分娩とは、引っ張ることか？」 生産獣医療支援センター　所長　西川達也

　牛の妊娠期間は285日です。この妊娠期間に順調に発育した胎子は、自らが母牛に対してシグナルを
出して分娩が開始します。分娩は、母牛にとっても胎子にとっても劇的な変化が起こるイベントであり、
このイベントを無事に乗り切ることが、その後の発育や生産性に大きく影響します。
　分娩に対して畜主が出来ることは、正常分娩なのか異常分娩なのかを冷静に判断することです。正常な
過程を無視して人工的に破水させたり、早期の牽引による助産は、産道の不十分な開口や潤滑剤である
羊水の排泄により、人為的な難産を起こしてしまいます。
　異常分娩には❶陣痛開始後6時間以上経過しても破水しない（子宮捻転・
陣痛微弱・胎子失位等）❷第1次破水後1時間経過しても足胞が現れない
（胎子失位・陣痛微弱等）❸足胞発現後1時間（初産2時間）以上
経過しても胎子が娩出しない（胎子過大・産道狭小・胎子失位・
陣痛微弱等）等があります。正常分娩なら母牛に任せましょう。
「分娩は引っ張ることではありません」誤った助産は人為的
な難産を起こすばかりか、胎子や母牛の命さえも奪います。
異常分娩と判断したら、早めに獣医師に相談してください。

生まれた子牛を舐める母牛（リッキング）
リッキングは羊水を拭き取り乾燥させる効果と、マッサージ効果で血行、
排尿、排糞、呼吸を促進し、初乳の吸収効率を高める効果があります。

家畜診療所だより

川
柳
川
柳

テ
ー
マ

感

寒

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
住
」ま
た
は「
重
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
21
号（
夏
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所（
市
区

町
村
ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
面
ま
で
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
17（
夏
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
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ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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感
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椿
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友
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◆
こ
れ
か
ら
も
『
こ
だ
わ
り
』
を
持
っ
て

　
宮
木
牧
場
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
野
菜
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
野
菜
に
フ
ァ
ン
の
方
が
い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
足
を

運
ば
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
直
売
所
に
は
行
列
が
で
き
て

順
番
待
ち
を
し
な
い
と
買
え
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
る
と
の
こ
と
。
「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
並
ん
で
で
も

食
べ
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が

い
て
く
れ
る
」
と
嬉
し
そ
う
な

宮
木
さ
ん
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、

と
う
も
ろ
こ
し
や
野
菜
を
作
る

圃
場
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
ほ
か
、

「
地
域
の
環
境
に
あ
っ
た
品
種
の

選
別
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

宮
木
牧
場
の
さ
ら
な
る
こ
だ
わ
り

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
野
菜
へ
の
『
こ
だ
わ
り
』

　

宮
木
牧
場
で
は
自
家
製
堆
肥
を
活
用
し
、
並
々
な
ら
ぬ
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
夏
は
と
う
も
ろ
こ
し
を

４
品
種
、
秋
冬
は
白
菜
や
大
根
を
中
心
に
約
10
種
類
の
野
菜
を

栽
培
。
代
表
の
宮
木
英
樹
さ
ん（
69
）は
、
「
み
ん
な
に
安
心
し
て

食
べ
て
も
ら
え
る
野
菜
を
作
り
た
い
」
と
、
除
草
剤
は
使
わ
ず
に

何
回
も
草
刈
り
を
す
る
な
ど
、

手
間
を
惜
し
ま
ず
栽
培
し
て

い
ま
す
。
白
菜
や
と
う
も
ろ

こ
し
は
全
て
直
播
で
栽
培

し
て
お
り
、宮
木
さ
ん
は

「
ず
っ
と
同
じ
土
で
育
つ
か
ら
、

育
ち
が
い
い
」
と
笑
顔
で

語
り
ま
す
。

◆
販
売
の
『
こ
だ
わ
り
』

　
宮
木
牧
場
が
あ
る
吉
川
地
区
は
、
標
高
が
高
く
昼
夜
の
気
温
差

が
大
き
い
環
境
に
あ
り
、
早
朝
に
収
穫
す
る
と
う
も
ろ
こ
し
は

朝
露
で
濡
れ
て
い
ま
す
。
夏
で
も
温
度
が
低
い
状
態
で
出
荷
が

で
き
る
た
め
、
よ
り
新
鮮
な
状
態
で
お
客
様
の
も
と
に
お
届
け

で
き
る
そ
う
で
す
。

　
宮
木
牧
場
の
野
菜
は
直
売
所
と
県
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
産
直
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
「
野
菜
は
並
べ
た
時

が
勝
負
で
す
」
と
、
産
直
で
販
売
す
る
際
は
野
菜
の
並
べ
方
に

こ
だ
わ
り
、
よ
り
見
栄
え
が
よ
く
な
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。

◀「おいしい野菜をお届けします」と宮木さん（中央）と宮木牧場の皆さん

頑張ってます！頑張ってます！
牧場を経営しながら、自家製の牛糞堆肥を活用した
「こだわり」のある野菜の栽培・販売に取り組む、吉備
中央町吉川の宮木牧場をご紹介します。

↑4種類のとうもろこしは
　どれも糖度が高く瑞々しい

↑「柔らかくて良い土で育った野菜はどれも甘くて
　おいしいですよ」と宮木さん

冬
季
は
キ
ム
チ
な
ど
の
加
工
品
も
販
売
し
て
い
る
と
の

こ
と
。採
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

野
菜
の
う
ま
み
が
ぎ
ゅっ
と
詰
ま
っ
た
、宮
木
牧
場
の
お
い

し
い
キ
ム
チ
も
要
チ
ェッ
ク
で
す
！

住　
所　
〒
7
1
6-

1
2
4
1　
吉
備
中
央
町
吉
川
8
8
1

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
0
8
6
6-

5
6-

7
1
1
3

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

m
iyaki.bokujo

宮
木
牧
場

インスタグラム
QRコード

89

天

地



　
「
オ
ト
ノ
ハ
」は
店
主
の
黒
川 

京
子
さ
ん
が

「
和
紅
茶
を
専
門
と
し
た
地
域
の
人
達
の

憩
い
の
場
を
作
り
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、

令
和
３
年
５
月
１
日
に
新
見
市
草
間
に

オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
で
す
。

　
ラ
ン
チ
は
カ
レ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
月

替
わ
り
の
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
。同
地
域
で

と
れ
た
野
菜
や
、自
家
製
野
菜
を
使
用
し
て

い
ま
す
。ま
た
、店
内
で
は
黒
川
さ
ん
が
厳
選

し
た
和
紅
茶
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　

同
地
域
で
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を

は
じ
め
、様
々
な
果
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
店
で
は
、季
節
の
果
物
を
花
束
の
よ
う
に

盛
り
つ
け
た
ブ
ー
ケ
タ
ル
ト
を
提
供
。黒
川

さ
ん
が
作
る
華
や
か
な
タ
ル
ト
は
、見
た
人

が「
あ
っ
！
」と
驚
く
よ
う
な
美
し
さ
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
も
喜
ば
れ
ま
す
。

　
メ
ニュ
ー
に
使
用
さ
れ
る
野
菜
や
果
物
は
、

店
舗
か
ら
ほ
ど
近
い「
大
原
観
光
果
樹
園

直
売
所
」で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
食
事
の

あ
と
は
、気
に

入
っ
た
野
菜
や

果
物
を
探
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
は

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
随
時
発
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
オ
ト
ノ
ハ
で
、和
紅
茶
と
季
節
の

メ
ニ
ュ
ー
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

美
作
市
の「
有
限
会
社 

海
田
園
黒
坂
製

茶
」は
、お
茶
の
生
産
か
ら
加
工・販
売
ま
で

を
手
掛
け
る
会
社
で
、昭
和
38
年
に
創
業

し
ま
し
た
。

　
商
品
に
は
、自
社
茶
園
で
栽
培
し
て
い
る

お
茶
の
葉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。煎
茶
や

番
茶
、ほ
う
じ
茶
、玄
米
茶
な
ど
の
ほ
か
、

岡
山
の
桃
を
緑
茶
に
ブ
レ
ン
ド
し
た「
お
か

や
ま
百
果
」や「
美
作
紅
茶
」な
ど
、約
２０
種
類

の
お
茶
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
お
す
す
め
の
商
品
は
、「
海
田
の
雫
」

と
い
う
煎
茶
で
、様
々
な
品
種
の
お
茶
を

ブ
レ
ン
ド
し
、
旨
味
と
香
り
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
仕
上
げ
た
商
品
で
す
。

　
お
茶
の
製
造・販
売
以
外
に
も
、茶
摘
み

体
験
や
工
場
見
学
、お
茶
の
飲
み
比
べ
な
ど
、

様
々
な
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、玄
米

茶
ブ
レ
ン
ド
体
験
で
は
、自
分
好
み
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
玄
米
茶
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
美
作
市
に
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
海
田
園

黒
坂
製
茶
で
自
分
好
み
の
お
茶
を
見
つ
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
育
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。同
園
の
ブ
ド
ウ
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
購
入
が
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
検
索

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ブ
ド
ウ
以
外
に
も
モ
モ
や
は
ち
み
つ
な
ど
、

地
元
の
生
産
者
か
ら
仕
入
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た
様
々
な
食
材

を
使
用
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品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
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農
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、近
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で
名
前

を
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し
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購
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。
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に
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ば
、ペ
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用
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＆
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パ
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が
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。
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＆
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ケ
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キ
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30
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類
を
は
じ
め
、
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ル
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ー
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菓
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き
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ー
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ツ
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ど
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て
約
90
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品
が
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さ
れ
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い
ま
す
。
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に
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▲たくさんの花が飾られたこだわりの店内

▲大原観光果樹園直売所
　（新見市草間１５０８）は
　店舗から車で５分ほどの距離

▲「見て楽しめる」ケーキがずらっと並ぶ店内▲会社でお茶の販売もしています

▲パリッと新鮮な
　シャインマスカットのタルト▲海田の雫

▲地域の果物を
　ふんだんに使用した
　人気のブーケタルト

１カット
500円

ホールは要予約 支所管内でノーサイくんが探検したおすすめスポットを紹介します。
今回は「倉敷支所」「新見支所」「勝英支所」管内を紹介します。
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